
• 自分自身は気付いていない「ものの見方やとらえ方の歪みや偏り」の
こと。

• アンコンシャス・バイアスは、その人の過去の経験や知識、価値観、
信念をベースに認知や判断を自動的に行い、何気ない発言や行動とし
て現れる。

• アンコンシャス・バイアスは些細な言動や何気ない行為に含まれてお
り、「よくあること」「気にするほどではない」と見過ごされがちだ
が、そのまま放置すると、職員のモチベーション低下やハラスメント
の増加、職場のコミュニケーション不足、ひいては組織や個人のパ
フォーマンス低下など様々な弊害の原因となる。

• そのため、アンコンシャス・バイアスの知識や対処法を身に付けるこ
とは、多様な職員をマネジメントする上での必須要件として位置づけ
られ、Googleやフェイスブック、マイクロソフトなどの大手企業が先
陣を切って導入し、現在ではあらゆる業種の日本企業が、アンコン
シャス・バイアス研修を導入。

■アンコンシャス・バイアス(無意識の偏見)

具 体 例

現状維持バイアス

・ずっとやってきた
ことだから

・今のままで変えた
くない

→北海道の学校にお
ける働き方改革手引
「Road」
第３章参照
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影 響

アンコンシャス・バイアスに取り組む組織には、ポジティブな変化が起き
る。特に「制度や仕組は整い事業も充実しているが、望む成果につながら
ない」と悩む組織には、大きな変化を生むカギとして高い効果がある。

対処法
① 管理職やリーダーが意識的に取り扱い適切に対処することで、組織マ

ネジメントの質が向上。
② ハラスメントを引き起こす根底に、アンコンシャス・バイアスがある

と言われ、ハラスメントの予防・防止の観点を持つ。
③ アンコンシャス・バイアスが合言葉となった職場は、心理的安全性が

確保。
④ 様々な経験や制約を持った職員が、その人らしく能力を最大限発揮で

きる環境づくりに努める。
⑤ 組織の持続的な成⾧や業績向上につながる土壌の形成。

→学校経営方針や学校目標で位置付ける。

心理的安全性 (psychological safety)
職員が職場で不安を抱えることなく自分の考えを自由に発言できたり、
行動に移したりできる状態
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問１ 10年前と比べ、道内の小中学校の小規模校の割合は
どのように変わったでしょうか？

ａ 1.5倍に増えた
ｂ ほとんど変わらない
ｃ 3/4に減った
※10年前とは令和5年と平成25年の比較

小規模校とは普通学級5学級以下の学校

問２ 道内１市町村当たりの小中学校数で正しいのはどれで
しょうか？（札幌市を除く）

ａ １市町村平均４校以下である
ｂ １市町村平均５校以下である
ｃ １市町村平均６校以上である

問３ 28年前と比べ、中学校の学校行事の年間時数はどの
ように変化したでしょうか？

ａ 約４割になった
ｂ ほとんど変わらない
ｃ 1.5倍に増えた
※28年前とは令和3年と平成6年の比較

問４ 手引Road第５章に掲載している153項目に入っていな
いのはどれでしょうか？

ａ 集中タイムを導入します
ｂ 個別の定時退勤日を設定します
ｃ 苦情対応をマニュアル化します

■無意識の感覚テスト
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問５ 日本の食糧自給率はカロリーベースで38％となってい
ますが、生産額ベースでの割合はいくらでしょうか？

ａ １３％
ｂ ３６％
ｃ ６１％
※令和5年

問６ 小学校の学力学習状況調査における児童質問項目の中
で肯定的回答をした全道平均が全国平均を最も上回っ
ているものはどれでしょうか？

ａ 授業で端末を週3日以上使用した
ｂ 理科の勉強は好きだ
ｃ 国語の勉強は大切だ

問７ 学力学習状況調査において肯定的回答をした児童生徒
質問項目の中で正答率が３番目に高かったものはどれ
でしょうか？

ａ 学校に行くのは楽しいと思う
ｂ 新聞を毎日読む
ｃ 算数の勉強は好きだ
※全国の平均 小中学校の正答率の合計

問８ 空知・石狩・後志管内の小学校の児童のうち、特別支
援学級に在籍している児童の割合で正しい順となって
いるものはどれでしょうか？

ａ 後志＞石狩＞空知
ｂ 石狩＞空知＞後志
ｃ 空知＞後志＞石狩
※令和5年
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